
 

 

令和 8年度 第 3回島田市立学校給食センター運営委員会 会議録 

 

・日  時  令和８年 3月 13日（金） 午後３時 30分～４時 10分 

・会  場  中部学校給食センター研修室 

・出席委員  牧野会長、濱尾副会長、田中副会長、山本委員、小澤委員、岩本委員、杉村委

員、大石委員、滝下委員、北川委員、平口委員 

・事 務 局  山中教育長、石間教育部長、大石学校教育課長、飯田学校給食課長、平井栄養教

諭、安間学校栄養職員、白瀧主査、田村主査、家田課長補佐 

 

（議事内容） 

１ 開会（司会） 

  司会より、委員 12人中 11人出席しているため、島田市立学校給食センター運営委員会の会

議の成立を報告する。 

 

２ 教育長から挨拶 

 

運営委員会規約第５条第４項の規定により、これ以降会長が議長を務めた。 

 

３ 事業報告 

（1）令和 7年度学校給食事業の実施状況について報告 

 ～内容～ 

  ・年間を通じて物資選定会・献立会議を定例開催。 

 ・4月に市の調理員向けの衛生研修会・給食主任者向け研修会を実施。 

 ・夏休みに学校給食に関わる市の職員、調理受託業者・配膳員・ドライバー等向け衛生研修会

を実施。 

 ・その他衛生管理として、年間 3回の定期衛生検査、食材検査、職員の保菌検査等を実施。 

 ・農業振興課の事業であるが、12月に有機（オーガニック）米のご飯と有機茶を提供。 

 ・令和 7年度 2月末の残食率は小学校 8.58%、中学校 5.52%、全体 7.40%。 

 ・令和 7年度 1月末の地産地消割合は品目 48%、重量 10.27%、金額 8.58%。米不足・価格高

騰で地域産米の提供が困難となり、前年度より重量・金額割合が減少。 

 ・給食試食会、夏休み親子料理教室、施設見学会、生産者の学校訪問等の啓発事業を実施。 

 ・アレルギー対応食（卵・乳製品・エビ・カニ・イカ・タコの 6品目除去）を中部センター20

人、南部センター9人に提供。 

 ・令和 8年 2月 28日現在の現年度学校給食費収納率 97.41%、決算見込 99.92%。 

 ・令和８年２月 28日現在の過年度学校給食費収納率 25.79%、既に学校には収納されているも

のがあるため、決算見込 34％程度 

 

 議長から促すが、特に質疑及び意見無し。 

 



 

 

(2) 令和 8年度学校給食費の額 

 ～内容～ 

・給食費（食材費相当）は小学校 1食 330円（月額 5,400円）、中学校 1食 399円（月額 6,529 

円）に決定。 

 ・小学生の保護者負担は国の学校給食費負担軽減事業により月 5,200円の支援があり、月 200

円（年 2,200円）。 

 ・物価高騰対応の地方創生臨時交付金が活用できれば、小学生の保護者負担は実質 0円となる

可能性あり（現時点未確定）。 

 ・中学生の保護者負担は今年度同額の 1食 327円（月額 5,350円）を据え置き。食材費との差

額は地方創生臨時交付金を活用する。 

 ・教職員は交付金対象外のため、食材費相当額を全額負担。 

 

議長から促すが、特に質疑及び意見無し。 

 

３ 事業報告 

(1) 令和 8年度学校給食事業計画 

 ・基本方針: 安全・安心な学校給食の安定提供と食育の推進。 

 ・安全・衛生管理: スタッフ保菌検査、食材細菌検査、衛生研修会等を実施し、衛生管理を徹

底。 

 ・食育の推進: 児童生徒による献立づくり、親子料理教室、給食試食会を開催。 

 ・食物アレルギー対応: マニュアルに基づき、卵・乳など 6品目の除去食を新規希望者に 5月

から提供開始予定（中部 18名、南部 8名）。 

 ・地産地消: 生産者の学校訪問・連絡会を通じて地場産物の活用を推進。有機茶・有機米の提供

にも協力。 

 ・施設・設備の維持管理: 中部センター空調修繕（約 400万円）、南部センター洗浄機修繕（約

60万円）、給食配送車 1台更新（約 1,200万円）を計画。 

 ・未納対策: 学校と連携し、適切な納付相談・指導を実施して未納解消に努める。 

 ・その他: 国・市の食育推進計画に沿った事業を推進。 

 

～委員からの質疑応答・意見交換～ 

 ・学校給食で提供しないアレルギー品目はクルミ・ソバ・キウイフルーツ・ピーナッツ・イク

ラの５品目は、重篤なアレルギー症状が出る可能性があるため。 

 ・委員から、物価高騰下でも給食の質維持に努める給食課・給食センターへの感謝が表明。 

 ・物価高騰で月 5400円でやれるのか不安である。 

 ・物価高騰で給食費のやりくりは厳しいが、鶏むね肉の活用、デザート・加工パンの提供回数

削減、既製品ではなく調理場で加工するなどの工夫等で対応。 

 ・県外へ転校した児童の保護者から「島田の給食は美味しかった」との声が届き、職員の励み

になっている。  

 



 

 

  議長より、委員に意見を求め、承認の可否を取り、事務局案は、全会一致で可決された。 

    （議事終了） 


